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Thisstudywasperformedtocomparethetotalamountsofn-3PUFAs(polyunsaturatedfattyacids)accumulatedinthe

bodyofmaleandfemaleratsfeddietscontainingEPA(eicosapentaenoicacid)anddifferentkindsofdietaryoils.

MaleandfemaleSDrats(4-5weeksold)werefedadiet(modifiedAIN-76)containing10%oliveoilfor7daysas

prefeedingperiod,andthendividedinto4groups,respectively.Eachoneoftheirgroupswasdesignatedasarefei℃nce

groupandsacrificedatstartingofexperimenttodeterminetheinitialamountsofn-3PUFAsinthebody.Theotherthree

groupswe唾企dexperimentaldietscontaininga2.5%EPAconcentratedoil(90%EPAethylate)andaneach7.5%of

coconutoil,oliveoil,orsaffloweroilfor10days,respectively.Thewholebody(exceptliver)andliverweremincedand

homogenizedbyblenderandapartofthemwasextractedbyFolchmethod.Theamountsofn-3PUFAsaccumulatedinthe

bodywerecalculatedbysubtractingtheinitialvaluesfromthefinalone.

Theaccumulationrate(%)oftotaln-3PUFAstoingestedEPAinthewholebodyandliverwasloweredbytheincrease

ofunsaturationdegreeofdietaryoilsinbothsexs.Thisphenomenonwasobservedhigherinfemaleratherthaninmalerats.

TheaccumulationrateofEPAinwholebodyoffemaleratswasloweredascomparedwiththatofmalerats.While,DHA

accumulationrateinwholebodyoffemaleratswashigherthanthatofmaleone.Theseresultsindicatethattheaccumula-

tionanddistributionofn-3PUFAsinthebodywasaffectedbytheunsaturationdegreeofdietaryoilsandthesex.

食品中に含まれる主要なn-3系多価不飽和脂肪酸

(n-3PUFA)はα－リノレン酸(a-LN)、エイコサペ

ンタエン酸(EPA)、ドコサヘキサエン酸(DHA)で

あるが、これらの脂肪酸はn-6系多価不飽和脂肪酸

(n-6PUFA)とは異なった生理作用をもっている。特

に血液中脂質（コレステロール、トリグリセリド等）

の濃度低下作用')、血小板凝集能低下作用2)、血圧低下

作用3)、抗炎症作用ｲ)、等が顕著であることが知られて

いる。

これらの効果は投与量5)、投与期間6)によっても異な

り、それら脂肪酸あるいはその代謝物質が体内である

程度濃度が上昇することによって作用が発揮されるも
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のと思われる。従来の研究において摂取量と組織中脂

質に占めるn-3PUFAの関係のデータは多くみられる

が、一定投与期間内における組織中の正味の蓄積量に

ついての検討はW.Becker&A・Bruce"によるリノー

ル酸の体内蓄積の検討がみられるが、n-3PUFAにつ

いては殆ど行われていない。

n-3PUFAによる作用の相違を検討する場合も組織

中に蓄積されたn-3PUFAのパターンの状況を比較す

ることは重要であると考えられる。また、脂肪酸の代

謝は性別により差異があることが知られておりa，)、、‐

3PUFAにおいてもなんらか差異があるものと推定さ

れる。
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この研究ではEPAと共に飽和脂肪酸、一価不飽和

脂肪酸、n-6PUFA各々を含む油脂を同時に投与した

条件で、EPAおよびEPAから代謝されたドコサペン

タエン酸(DPA)、ドコサヘキサエン酸(DHA)のそ

れぞれの蓄積量の相違を検討すると共に、雌雄の性別

によるそれらの蓄積量の相違について検討した。

実 験方法

1．実験動物

実験動物にはSparague-Dawley系の雄および雌ラッ
トを用いた。東京実験動物（株）より雄4週齢、雌5

週齢ラットを購入した。実験に先だちすべてのラット

は一週間予備飼料で飼育した。その後、雄、雌ラット

をそれぞれ4群に分け、そのうち1群を実験初期対照

群とした。群分けにおいては各群5匹とし、各群ラッ

トは互いに似た体重のものを出来るだけ対応させるよ

うに配分した。従って各群間のラット体重は非常に似

た状態になっていた。予備飼育期、実験飼料期を通じ

て飼料と飲料水は自由摂取させた。

2．飼料素材、薬品

カゼイン、ビタミン混合、ミネラル混合、セルロー

ス粉末、コーンスターチはオリエンタル飼料（株）よ

り購入した。DL-メチオニン、オリーブ油、その他

試薬は和光純薬（株）より購入した。スクロースは市

販のグラニュ糖を用いた。試験油脂のEPA濃縮油

(EPAconcentrate)は日本水産（株）より提供された

ものであった。

3．予備飼育飼料、実験賦料

予備飼育飼料はTable1に示すような20%カゼイン、

10%オリーブ油を含むAIN-75に準ずる飼料組成とし

た'0)。

Table2°C0mo3itloaofexperimentaldiets（%）
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＋EPA＋EPA＋EPA
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7.5％サフラワー油+2.5%EPAconcentrate)を調製

した。従って飼料1，2，3，はいずれもEPA漉縮油

を2.5％含む状態になっていた。それら各実験飼料中

の脂肪酸組成はTable3に示した。

Table3．Fattyacidcompositionoffatscontaining
intheexperimentaldiets(X)

Experinentaldiets
Patty
acid Saffloweroil

＋EPA

Coconutoil

＋EPA

Oliveoil

＋EPA

ｏ
ｎ
ｕ
Ｆ
ａ
ｒ
具
炉
且
公
、
》
・
Ｔ
ａ
－
ｎ
画
》
。
Ⅱ
凸
且
詮
ｎ
曲
Ｕ
Ｒ
ｎ
Ｕ
－
Ｔ
８
。
■
呂
会
【
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｕ
ｏ
⑨

、
凹
４
■
Ｕ
凸
■
●
△
■
●
●
▲
Ｔ
巳
●
◆
●
●
。
▲
ｒ
巳
●
●
。
●

Ｐ
ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｈ
ａ
Ｑ
Ⅱ
凸
の
屯
Ｕ
●
Ⅱ
品
、
叩
》
●
Ⅱ
ｓ
《
Ⅱ
〕
ｎ
ｍ
Ｕ
ｎ
勺
凹

１
５

２

９
７
４
６
２
ｒ
６
３
６
７
７
９
６
６
２
０

●
●
。
●
●
皇
凸
■
、
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●

０
３
５
３
７
２
５
１
０
０
０
１
０
１
４

３
１
２

○
一
ｎ
ｕ
－
Ｔ
Ｊ
Ｆ
ａ
Ｔ
４
ｎ
叩
》
ぬ
ｘ
凹
凸
４
．
Ｆ
ｎ
画
の
毎
ｕ
ｍ
ｕ
》
Ｆ
角
Ｕ
一
Ｆ
＆
。
■
一
巳
Ｆ
局
Ｕ
〔
瓦
凹
。
■
且

ｎ
ｕ
Ａ
Ｔ
Ｄ
４
■
ゆ
▲
Ｔ
ひ
■
●
●
●
●
●
●
■
Ｔ
ｂ
●
●
●
●

ｏ
Ｄ
－
ｎ
ｍ
Ｕ
⑤
〃
凸
釦
ｎ
Ｕ
Ｆ
ｎ
ｕ
－
ｎ
Ｕ
ｎ
叩
》
。
■
＆
《
叩
凹
の
ｍ
Ｕ
ｎ
毛
凹

５

２

8:0

10:0

12:0

14:0

16:0

16:1
18:0

18：1

18:2

18:3.20:1
18:4，－3

20:3，－9

20:3，－6

20:2，－6

20:5，－3

others

n．＝notdetected tr＝trace

Compositionofprefeedingdiet00Table1

4．実験群

雄ラット、雌ラットはそれぞれ実験群は4群とした。

初期対照群は予備飼育期後の群分け後、早朝7時間絶

食した後、実験群と同様の方法で屠殺した。群1～3

はそれぞれの実験飼料を2週間投与した。

5．賦料調製と測定法

各群ラットは毎日午前中に体重、試料摂取鼠を測定

した。群1～群3のラットは実験期間の最終日の早朝

7時間絶食後、ネンブタール麻酔下で心臓より採血し、

肝臓を摘出した。血液は1時間放置した後、遠心分離

により血清を分離した。肝臓および肝臓摘出体躯（カー

カス）は秤量した後、それぞれワーリングブレンダー

で一括してホモジナイズした。いずれも充分均一にし
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DL-Hethionine

Mineralmixture(AIN-76)
Vitaminmixtrue(AIN-76)
Cholinebitartrate

Cellulosepowder
Sucrose

a－Cornstarch
Oliveoil

実験飼料組成は予備飼育飼料のオリーブ油の区分

(10％）を各種試験油脂と入れ換えて添加し調製した。

その結果Table2に示すように、3種類の飼料（飼料1

：7.5％ヤシ油+2.5%EPAconcentrate.飼料2:

7.5％オリーブ油+2.5%EPAconcentrate.飼料3:
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た組織はその一部を採取し、分析まで-80℃で冷凍保

存した。

肝臓、カーカスの組織の一定量はC-M混液（クロ

ロフォルム：メタノール＝2：1）を加えて、ポリト

ロンホモジナイザーでさらにホモジナイズし、C-M

混液で一定量にフィルアップすることにより脂質抽出

液を調製した。

血清トリグリセリドはヤトロン（株）酵素法クリン

テックキットにより測定した。

脂肪酸測定用試液は各組織のC-M抽出液の一部を

減圧濃縮で溶媒を除去した後、フシ化ホウ素法により

メチル化して調製した。各脂肪酸定量はFID検出装

置付きガスクロマトグラフ装置（島津GC-8A型、

キャリアーガス:Heガス、カラム:2mx3mmガ

ラスカラム、Unisole-300,UniportC)を用いた。定量
のための内部標準として、Cm:0を試料のメチル化に

先立って一定鐙を添加した。この方法により組織中各

n-3PUFA量を定量すると共に総脂肪酸量も算出した。

6．脂肪酸蓄積率計算方法

群分け直後の初期対照群ラットの個々のカーカス、

肝臓の脂肪酸組成から、内部標準脂肪酸をもとにして

組織重量当たりの個々の脂肪酸含量を算出、さらに総

組織重量からその組織に含まれる個々の脂肪酸の全含

量を算出した。同様の操作により、実験群1～3のラッ

トについても各組織の個々の脂肪酸全含量を算出した。

さらに、実験群の各組織脂肪酸量に対応する初期対照

群の組織の脂肪酸量を差し引くことにより、2週間の

実験期間中その組織に蓄積した脂肪酸量を算出した。

各群間の差の検定は1元配置分散分析で有意差が見

られたものについてTukey-karmer法u)によって各平

均値の差の有意差を確認した。

実験結果

1．体重増加量、飼料摂取量

Table4に示すように、雄と雌の各飼料群の初期体

重はそれぞれ約70gと110gに揃えた。雄ラット3群

の体重増加量は68～74gであったが、3群間に有意差

はみられなかった。飼料摂取量も3群間に差がみられ

ず、飼料摂取量に対する体重増加量の割合にも差がな

かった。しかし、サフラワー油群はヤシ油群に比べや

や低値の傾向があった。雌ラットにおいても雄ラット

と同様の傾向が見られた。

2．血清と肝臓中トリグリセリド濃度および肝臓とカー

カス中脂肪酸含量

Table5に示すように、血清トリグリセリド濃度は

雄ではヤシ油群よりサフラワー油群の方が高値を示し

たが、雌では各群間に差はなかった。肝臓トリグリセ

リド濃度は雄では3群間に差がなかったが、ヤシ油群

がオリーブ油群に比べ、高値を示した。肝臓とカーカ

スの脂肪酸含量は内部標準を適用したガスクロマトグ

ラフィー値から計算したものであるが、統計的に未確

認であるが、肝臓では雄より雌が高い傾向を示し、カー

カスでは雌より雄が高い傾向を示した。

3．肝臓とカーカス中に蓄積したn-3PUFA割合（雄

ラット）

Table6に雄ラットの肝臓とカーカスに蓄積した3

種のn-3PUFA(EPA、DPA、DHA)の各量および蓄

積割合を示した。すなわち摂取EPA量に対し、EPA

およびEPAから体内で誘導された各n-3PUFA量と、

また、EPA摂取量に対する蓄積され割合を示したも

label4.Weightgainandfoodintakeofrats

Dietarygroup Initial

bodywt.

Final

bodywt.

Weightgain Foodintake WG/FI

② － － ( g /10days)

(Male)

Coconutoil+EPA70.81.6144.8±1.674．0±0.9134.2±1.80．560.01

Oliveoil+EPA70.8±1．8145.0±3.674.2±2．0145.4±3．50.510．01

Saffloweroil+EPA71.21.7141.8±2.968.84.1146.6±7.80．470.02
－ 口 ｡ ■ ロ ー ロ ー ■■｡■｡■■d■■4■ロロロロ4■ロロP4■ロ■,■■■4■①4■｡●4■●｡｡｡■q■1■■｡■■4■1■■■■■■ロ4■■■ロ■■■■■'■■■'■の画画'■'■ロ'■■ロ'■■，｡｡。■のロ。●■'■p－－q■q■■ロー■■｡｡。■●●●●0

(Female)

Coconutoil+EPA110.O士1．8160.6士2．950.6±1.4131．23.60．39±0．01

Oliveoil-I-EPA110.01.8155.8±4.045.82．4130．85.30.350．01

Saffloweroil+EPA110.2±1.7155.0±2．544.82．1138．0±3．70.330．01

MeanSE(n=5).
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Table5．Contentsofserumandlivertriglycerideandtotalfattyacidofrats

triglyceridecontents totalfattyacidcontents

liverwholebody

－－－（%）一一一

Dietarygroup
1iverserum

(mg/lOOml) (mg/g)
(malerat)

Coconutoi1+EPA

Oliveoil+EPA

Saffloweroil+EPA

(femalerat)
Coconutoi1+EPA

Oliveoil+EPA

Saffloweroil+EPA

ｂ
ｂ
８
８

33．0

47．5

55．1

士2．0

士5．1

士6．8

17．9

18．3

15.5

士3．6

士2．8

士1．4

1．75

2．11

1．73

±0.08

士0．21

士0.08

9．39

7．83

6．13

士0．80

±0．50

±0.57

８
８
８

８
８
８

ｂ
ａ
ａ
ｂ

3．24

3．29

2．65

42．4

39．7

33．9

士5．5

士2．8

±3．4

26．1

15．0

19．6

士3．1

士1．7

士2．5

士0．54

土0．41

士0．27

2．31

2．58

2．85

士0．04

±0．11

士0.16

８
８
８ Ｏ

８
ｂ
８

８
８
８

８
８
８

MeanSEH(n=5).Valuesinthesamecolumnoneach

denotesignificantdifference(p<0.05).
sexwithoutsuperscriptletter

Table6．Accunulationofn-3fattyacidsinrattissues(maleSDrataged4veeks)

Coconutoil

＋EPAdiet

O1iveoil

＋EPAdiet

SaIfloweroil

＋EPAdiet

Dietarygroup

Foodintake(g/lOdays)

BPAintake伽酎lOdays)

134.2士1．8

2496士33

145.4士3．5

2646士63

146.6士7．8

2728士145

(amountsofn-3PAaccumulatedinwholeliver)

－位邸可holeliver)

EPA 1 5 . 2 7 ± 2 ． 7 2 1 5 . 66±1．247．59土0．91

D PA14.09士1．587．41士0．825．72±0．27

皿A5．20士0．6710.28士2．595．73土0．64

totaln－3FA34.56土0．9133.35士4．2719．05士0．91

(Xofn-3PAaccnnnlatedintholeliver)

ttofdose)

EPA0．60士0．09a0．62 士 0 ． 0 4 a 0 . 3 0 土 0 ． 0 3 b

DPA0．56士0．05a0．29 士 0 ． 0 3 b 0 ． 2 3 士 0 ． 0 l b

DHA0．21士0．03a0．41 士 0 ． 0 9 a 0 . 2 3 士 0 . 0 2 b

totaln－3FA1．37±0．13a1．32士0.14a0．76士0．04b

‐幸一一q■‐‐‐－4■●‐、｡。■一・一一一ーー一一一一■■q■■■■■■■q■q■q■q■＝■■q■‐＝‐＝4■‐つむ‐｡●つむ 一一一一一一‐‐ー◆●一一一つ｡q■甲一一一一■■一一q■q■■■■■ーー■■ー■■一■■■■■■■■■■－q■－■■一一

（皿ountsofn-3PAacemulatedInwholebodyexceptliver)

－m酌holebodayexceptliver)

EPA550.9士65．1454.4士31．7326.0士30．1

DP A270.3±23．7155.0土12．6114.9士9．2

皿83．7±8．785．4士6 ． 9 4 2 ． 5 士 9 ． 4 9

tot81n－3FA904.9士93．5694.8士48．8483.4士41．4

(Xofn-3FAaccumulatedIncarcass)

ttofdose)

EP A 2 1 ． 8 8 土 2 ． 3 3 a 1 8 . 0 9士1．18ab12.97士1.O9b

DPA10.760.86a6．19士 0 ． 4 7 b 4 ． 5 7 士 0 ． 3 1 b

皿3．40土0．32a3．45士0．5681．71士0．33b

totaln－3FA36.05±3．50a27.73士1．66b19.25士1．47b

MeanSEH(n=5)．Valuesinthesanerawwithoutcomonsnpescriptletterdenote

significantdifference(p<0.05)．EPA=eicosapentaenoicacid・DPA=docosapentaenoic

acid･mIA=doc0浬he亜enoicacid．
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のである。3飼料群の飼料摂取量がほぼ等しいことか

ら、EPA摂取量も3飼料群間で差はなかった。

肝臓への各n-3PUFAのEPA摂取量に対するEPA蓄

積％はヤシ油群とオリーブ油群では差がなかったが、

サフラワー油群では著しい低値を示した。DPAはオ

リーブ油群とサフラワー油群は等しかったが、ヤシ油

群は著しい高値を示した。DHAはオリーブ油が他の

2群より明らかに高値を示した。これらn-3PUFAの

蓄穂合計を見るとヤシ油群とオリーブ油群は等しく、

サフラワー油群で半分近い低値を示していた。

同様にカーカスについて、3飼料群間のn-3PUFA

の蓄積割合を比較すると、肝臓とはやや異なる部分も

あるが、大体の傾向は肝臓の場合と似ていた。肝臓と

異なる点はヤシ油群とサフラワー油群の中間的な値が

オリーブ油群で見られたことである。n-3PUFAの合

計はヤシ油群がオリーブ油群やサフラワー油群に比べ、

蓄積率は有意に高かった。

4．肝臓とカーカス中に蓄積したn-3PUFA割合（雌

ラット）

Table7に雄ラットと同様に雌ラットの3種類の飼

料を投与した時のEPA摂取量、および肝臓、肝臓を

除く全体躯（カーカス）のn-3PUFAの蓄積量、蓄穂

割合を示した。飼料間のEPA摂取獄はほぼ等しく、

雄ラットが期間中に摂取したEPA量とも似ていた。

肝臓中のEPA蓄種割合はヤシ油群＞オリーブ油群＞

サフラワー油群のような傾向を示し、サフラワー油群

での蓄積率は明らかに低値を示した。DPA、DHAで

もこれと似た傾向をみた。

カーカス中のEPA蓄積率はヤシ油群＞オリーブ油

群＞サフラワー油群の順序で各群間に有意の差が見ら

Table7．Accunulationofn-3fattyacidsinrattissues(femaleSDrataged4weeks)

Dietarygroup

Foodintake(g/lOdays)

BPAIntake位ヅlOdays)

Coconutoil

＋EPAdiet

131.2士2．9

2630士59

O1iveOll

＋EPAdiet

130.8士4．3

2623士86

Saffloweroil

＋EPAdiel

138.0士3．0

2767士61

(amountsofn-3FAretainedinwholeliver)

一位副wholeliver)

EPA31．54士4．6122．54土1．899．00土1．40

DPA19．72士2．676．51士0．584．51士0．33

，肌5．64士1．482．46士1．311．36±0．91

totaln－3FA56．90士8．2531．51士3．3914．87士2．23

(Xofn-3FAaccumulatedinwholeliver)

ofdose)

EPA1．20士0．18a0．87士 0．10a0．32士0．05b

DPA0．76士0．1180．22士 0．03b0．16士0．01b

D皿0．21±0．06a0．09±0 ． 0 5 a 0 ． 0 5 士 0 ． 0 3 b

total n － 3 F A 2 ． 1 7 士 0 ． 3 3 a 1 ．22士0．16b0．54士0.O8c

p■－－口■■q■■■■■■■■■■■＝一一－－q■－■■‐q■－－一■■一一■■■■一一一＝－－－｡｡‐’■b－｡一一●－－争一●つ一一一一●一一一一＝＝一わ‐今一一む－－画一,■､－－＝今q■ウーーーーーー－－■、＝■■・

(皿ountsofn-3FAaccunulatedinwholebodyexceptliver)

－伯酌holebodyexceptliver)

EPA 3 1 5 . 2 士 1 8 ． 7 2 4 7 . 5 士13．1166.0土15．3

DPA196,3士7．9134.7士7．9130.9士13.4

皿102.0±10.888．5土9.7137.3±13．8

toIaln－3FA623.5±30．9470.7士30．2434.2士38．6

<Xofn-3FAace皿ﾛlatedinwholebodyexceptliver)

－値ofdose)

EPA11．96士0．67a9．38士0．43b5．97士0．49c

DPA7．46士0．31a5．12士0 ． 2 5 b 4 ． 7 1 ± 0 ． 4 2 b

皿A3．89士0．40b3．41士0．4lb5．11士0.53a

totaln-3FA23．31士0．11a17．91士0．99b15.79±1．27b

HeanSEM(n=5).Valuesinthesanerawwithoutcontonsnpescriptletterdenote

significantdifference(p<0.OS).BPÂeicosapentaenoicacid.DPA=docosapentaenoic

“id，噸A=doco”he亜enoicacid．
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れた。DPAでもヤシ油群は他の群に比べ蓄積率が明

らかに高かったが、DHAは逆にサフラワー油群で蓄

積率が他の群より高くなり、雄ラットの場合と明らか

に異なっていた。しかし、n-3PUFA合計ではやはり

ヤシ油群は他の群に比べ、著しく蓄積率は高値を示し

た。

5．全体躯（肝臓十カーカス）中のn-3PUFAの雌雄

における蓄積率の比較

Fig.1-1,Fig.1-2,Fig.1-3に雌雄ラット全体躯中の
EPA、DPA、DHAの蓄積率をそれぞれグラフで示し

た。EPA蓄積率は明らかに雄ラットの方が雌ラット

より、いずれの飼料群においても高値を示した

(Fig.1-1)。一方DPA、DHAでは各飼料群において雄

と雌ラットの間に大きな差が見られなかった。特にオ

リーブ油とサフラワー油群では雄ラットと雌ラットの

蓄積率は殆ど等しかった(Fig.1-2,1-3)。

Fig.2に雌と雄ラットの全体躯中への総n-3PUFA蓄

積率の相違をグラフで示した。3種のいずれの飼料群

でも雄ラットの方が雌ラットより蓄積率は有意に高値

を示した。Fig.1から見て、この総n-3PUFA蓄積の雌

雄の相違は主にEPAの蓄積率が大きく反映している

と考えられた。

考察

生体内でEPAからDPA次にDHAに代謝される経

路は周知であるが、この研究ではその経路が肝臓と肝

臓以外のカーカスでは異なるかどうか、またこれらn‐

3PUFA代謝経路でどの脂肪酸が組織内に蓄積され易

いか、そして同時に摂取している他の脂肪酸の種類

(不飽和度の相違など）がそれにどのように関係して

いるか、知ることであった。もう一つの問題として、

これらが雌雄の性別によってどのように異なるか知る

ことを目的とした。

EPAを連続投与している場合、やはり雌雄とも

EPAの蓄積率が最も高くなっていたが、まずEPA蓄

積率が同時に存在する脂肪酸の種類により大きな影響

を受けることを見た。

一つの傾向として、不飽和度の高い脂肪酸が存在す

るときはEPA蓄積率は雌雄をとわず低くなることで

ある(Table6,7)。ヤシ油に対しサフラワー油ではE

PA、蓄積率は約1/2まで低下している。しかも次の

代謝物質DPA<f>DHA蓄積率もEPAと比例して低下

している。この傾向は肝臓とカーカスでは微妙に異な

るが、大きな傾向は似ていた。このことは体内酸化過

程においてn-6PUFAを含む多価不飽和脂肪酸に共通

な経路が存在を示唆している。また、n-3PUFAとn-6
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PUFAは相互に代謝が競合しているので'2)、互いにβ

酸化の方向に進み易いのかもしれない。

一方、EPA蓄穣率がオレイン酸の多いオリーブ油

の存在でヤシ油とサフラワー油の中間的値になったの

はn-9PUFAもn-3PUFAの弱い酸化促進に関係して

いることを示している。

雌雄についてn-3PUFA蓄積率の比較をすると、特

に全体躯EPA蓄積率は雌は雄に比べ明らかに低値を

示している(Fig.1-1)oKushlanら，)は長鎖脂肪酸の代
表として、オレイン酸の肝臓への取り込みを雌雄ラッ

トで比較したが、雌は雄より正味の取り込みが速いこ

とを見ている。これは長鎖脂肪酸が雌において代謝が

速くなる可能性がある。彼らはエストロゲンが関与し

ていると推定している。EPA摂取においても、EPA

のまま脂肪に取り込まれて蓄穂するより、肝臓に速く

取り込まれたEPAはDPA、DHAへの変換が雄より

速いと推定される。Table7において、サフラワー油

存在時のカーカスDHA蓄積率も雄ラットよりかなり

高く、特にPUFAの存在でこの経路が促進された可

能性がある。

これらのデータから、体内への総n-3PUFA蓄積は

n-6PUFAを含む多価不飽和脂肪酸と同時に摂取する

と、低下する可能性があり、そのような条件ではn-3

PUFAの特殊な生理的効果も低下することも想定され

る。亜麻仁油(a-linolenicacid含有）や魚油(EPA、

DHA含有）投与で血清脂質が雄より雌で相対的に効

果が低いことも、n-3PUFA蓄積と関連しているもの

と思われる'3)。

この実験での問題点は雌雄ラットの飼料摂取篭を等

しくするために、雌ラットを雄より1週令多いものを

用いたことである。本来雌の成長は遅いので、この場

合も飼料摂取量に対する体重増加量（飼料効率）は雄

に比べ低くなっていた(Table4)。このような条件下

で脂肪酸の体内代謝を比較しているので、その点も何

らか考慮する必要があるかも知れない。

要約

n-3系多価不飽和脂肪酸(n-3PUFA)の体内蓄積量が

他の脂肪酸の存在とどのように関係するか検討するた

め、ラットに不飽和度の異なる脂肪酸とEPA同時投

与した時、EPAおよびEPAから誘導された各種n-3

PUFAの体内蓄積率の相違を検討すると共に、ラット

雌雄の差も検討した。

予め5日間10％オリーブ油飼料を投与した4～5週齢

のSD系の雄と雌ラットをそれぞれ4～5群に分け、

その内1群を初期対照群として実験開始時屠殺、他群

に2.5%EPA濃縮油(90%EPA-ethylate)を含むAIN-
76組成飼料にヤシ油、オリーブ油またはサフラワー油

を7.5％添加した3種類の飼料をそれぞれ10日間投与

し、飼料摂取量から摂取量を算出した。最終日早朝7

時間絶食、採血屠殺、肝臓を摘出した。ラットの肝臓

摘出後の全体躯（カーカス）をミンチ後混合した。肝

臓とカーカスはC-M混液で抽出し、内標(C20:0)を添

加しn-3PUFAをGLCで測定した。n-3PUFAの蓄積

は初期群のそれを差し引きすることにより算出した。

体重増加はどの飼料群でも雄より雌少なかったが、飼

料とEPA摂取量は雌雄どの群も似ていた。摂取EPA

量に対する肝臓中の総n-3PUFA蓄積率は雌雄いずれ

も飼料脂肪酸の不飽和度に応じて低下したが、雌でそ

の傾向が強かった。カーカスでもn-3PUFAの蓄積率

は肝臓のそれと似た傾向を示したが、雌の方が全体に

低値を示した。総n-3PUFAに対する各n-3PUFA濃

度の割合は雌雄とも高不飽和度のサフラワー油群で

EPA低下と若干DHA上昇を示した。カーカスでも雌

でこの傾向がみられ、また雄より雌で全体にDHAの

割合が高かった。これらから、飼料脂肪酸の不飽和度

と性差がn-3PUFAの蓄積と代謝に影響を与えると推

定され、n-3PUFA摂取の効果は他のPUFA摂取で低

下し、雌でその影響が大きい可能性を示唆した。
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